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○感じる心　信じる心　祈る心を持ち、○進んで学び　努力を続け、○健康なから
だを作り、○周囲に目を開き、よりよい世界を作るために働きたいと願う子どもに、
成長していきますように……

　高校まで同じ教育方針・同じ校訓のもとに育てられ、小学校では特に、学級担任
と専科担当者とのチームワークのもとに、子どもたちの基礎学力の充実、創造性・
自発性の啓発、豊かな感性とすこやかな心身の育成をはかっています。友だちとの
深いかかわりも、一貫教育の中では大切な要素です。

●授業は週１時間、キリスト教の教えを通して生きる意味に目覚め、日々
の祈り、聖歌、クリスマス・ミサ、イースターの集いに加え、小さな奉仕を通して
社会に目を向け、愛の実践を体験します。

●授業は全学年週２時間、子どもの特性である鋭い聴覚、記憶力、模倣能
力を生かして、音声を中心とした指導を行っています。

●週１時間、読書を通してたくさんの人に出会います。コンピュータ
による検索、調べ学習の仕方もここで学びます。

●子どもの成長段階に応じたアプ
ローチで、また子どもの自主性を生かしながら、学園の教育理念を具体的に身につ
けていきます。

●週４回 10分ずつ、反復練習によって国語・算数の基
礎を固め、同時に集中力を育てます。

●毎週１回の全校たてわり活動で、異年齢の友だちと作業をした
り遊んだりします。

恵まれた自然の中で　かかわりを通して
時間をかけて　人間を育てる

　1662 年、北フランスのルアン市郊外に小さな学校ができました。それは、
ニコラ・バレ神父と、数人の若い女性たちが幼い子供たちのキリスト教的教育
を願って始められたものです。数年のうちに学校はルアン市内にもでき、神父
はここで働く女性たちに呼びかけて、教育に専念する修道会を創立し、パリの
サン・モール街に本部をおきました。日本には 1872 年、フランス人メール・
マチルド・ラクロが４人の修道女を伴って来日、横浜の山手に事業を開始し、
３年後には東京にも進出しました。今本学園のほかに、東京四谷、横浜、静岡、
福岡の雙葉学園、横浜のインターナショナル・スクールがあります。

上級学校に
進むには

田園調布雙葉中学校へは、原則として６年間の教育課程を修
了すれば進学できます。
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